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№２７１０ 第３１回例会 ２０２３．３．３０ 晴 
点 鐘：須藤 隆 会長 

進 行：朝月真次郎 ＳＡＡ 

 飯島由美 副ＳＡＡ  

ソング：それでこそロータリー 

 

会長挨拶 

  須藤 隆 会長 

 

皆さんこんにちは。皆さんお花見はされました

か？ 桜の見ごろも今週末までかもしれません。私

は昨日３０周年記念事業で植樹した中央公民館前

の桜を見てきました。今が満開です。例会終了後に

是非皆さんと一緒に鑑賞したいと思います。 

さて、今回も野球の話で恐縮ですが、ワールドベ

ースボールクラシック（ＷＢＣ）での大谷選手の活躍

について話してみたいと思います。準決勝、決勝と

も素晴らしいゲームで、漫画の世界を超えるようなド

ラマチックな内容とチーム一丸となった真剣勝負に

感動しました。その中でも大谷選手の活躍は目を

見張るものがあり、大変印象深く感じた三つのシー

ンを、私の視点から紹介したいと思います。その一

つ目は、準決勝のメキシコ戦で５対４とリードされて

いる９回裏、先頭打者で大谷が２塁打を打って、ヘ

ルメットをかなぐり捨てて、２塁ベースに到達した、

そこでのパフォーマンスです。彼は両手を上げ、大

きな声でベンチに向かって２度３度叫びました。何

を言っているかはテレビではわかりませんでしたが、

「Ｃｏｍｅ ｏｎ、Ｃｏｍｅ ｏｎ続いて行こう！」と叫んで

ベンチ全員を鼓舞しているように思えました。今ま

で野球見て、このようなシーンは初めてで、さすが

世界の大谷のパフォーマンスと感心しました。二つ

目が、試合前のチーム全員に対するミーティングで

大谷選手が話した内容です。ここにその言葉をそ

のまま再現すると、「一つだけ、憧れるのを止めまし

ょう。ファーストにゴールドシュミット、センターにマイ

ク・トラウト、外野にムーキ・ベッツがいるとか、野球

をやっていれば誰もが聞いたことがある選手がいる

と思う。憧れてしまっては、彼らを超えられない。僕

らは今日、彼らを超えるために、トップになるために

来た。今日一日だけは彼らへの憧れを捨てて、勝

つことだけを考えていきましょう。さあ行こう！」です。

私はこのスピーチにいたく感動しました。メジャーリ

ーグのスーパースターが名を連ねる相手チームへ

の敬愛の気持ちを、この日だけは捨て、優勝を目

指すことを呼びかけた素晴らしいスピーチだと思い

ました。大谷選手は、相手を尊敬する気持ちが強

いと受け身になってしまう。負けないんだと言う強い



 

  

気持ちで行きたかったと話していました。３つ目が

決勝戦の９回に大谷がマウンドに上がったときのシ

ーンです。大谷は予選リーグの中国戦と準々決勝

のイタリア戦でも登板していますが、その時とは別

人のように気合の入った表情が見て取れました。一

球、一球に全身全霊を込め、彼の気迫がテレビを

見ていても伝わる感じがしていました。そして最後

のバッターは、米国でもここ１０年最高のバッターと

言われているエンゼルスで同僚のトラウトです。固

唾を飲んで見守りました。その彼を三振に打ち取っ

た瞬間、大谷選手は小躍りし、グラブを放り投げ、

帽子を投げ捨て、チーム全員と喜びを爆発させまし

た。私たちも感動しました。私は大谷選手のコメント

を聞いていると、常に謙虚で、他者を想う優しさに

あふれ、選手としてだけでなく、人間としてだれから

も好かれる大スターだとの思いを強くしました。まさ

に大谷選手は、「私たちロータリアンが大切にして

いる他者を想いやる気持ちを体現している」と感じ

たことを強調して会長挨拶とします。 

 

会長報告 

 

 カールスバッドのハイヌーンロータリークラブから

当クラブとの友好関係構築の申し出があり、来週の

理事会にて具体的な対応を検討します。 

 

幹事報告 

   相川恵津子 幹事 

 

皆さんこんにちは。市役所通りの桜も満開となって

いました。山下会員が本を出版されました。三枝会

員もそうですし改めて素晴らしいお仲間に入れさせ

ていただいていると感謝しております。栗原会員が

お休みの為、代わりにご報告します。こども食堂の

件ですが、４月で５周年記念ということで、ロータリ

ーの方から、マザー牧場の招待券１００枚、花の鉢、

高橋さんに幕を作っていただきました。広報に載せ

るということで岡田会員にお手配していただきまし

た。来週７日お手伝いできる方は宜しくお願い致し

ます。 

 

１．木更津東ロータリークラブ創立５５周年記

念式典のご案内 

２．コーディネーターニュース４月号 

３．規定審議会改定のご案内 

４．２０２２－２３年度２月期ＭＣＲレポート

送付のお知らせ 

５．パキスタン洪水救援基金ご協力御礼とご報

告 

６．女性交流会のご案内 

７．地区ホームページにご意見箱を追加しまし

た 

８．財団室ニュース４月号 

９．米山の賛助会員募集のお知らせ 

 

卓話 

『あるときのｋａｍｉｋｏ』 

 神子 恒 会員 

 
こんにちは。最近読んでいる梅原猛さんの本の話

と、色々な趣味がある中で、プロのライセンスを取得

しているスキューバーダイビングの話とそこから人

生が広がっていった話をさせていただきました。 

 

 

 



 

  

 
 

卓話 

『人生の転機』 

 飯島由美 会員 

 
こんにちは！本日は、諸先輩方を前に初の卓話

をさせて頂くという事で何をお話しさせて頂いたら

いいか悩みましたが、博識の皆さんに私がお話し

できるのは自分自身の事についてお話する事が一

番いいのではないかと思いました。私の５０年の人

生を振り返った時に、私自身を変化させる出来事

が２度ある事に気づきました。以前、耳にした事が

あったのですが、人には人生の中で２～３回の大き

な転機が訪れる！！との事を聞いた事があります。

人生の転機とは、これまで生活してきた環境から新

しい環境に変化するようなきっかけです。大きな人

生の転機は人生の中で何度も起こる事ではなく、ま

たそれに気づかずに過ごしてしまう方もいらっしゃる

と思います。人生を変えるような大きな出来事は、

その後に起こる大きな転機に必要な「軌道修正」の

ために起きているようです。私には、私自身を変え

る大きな転機が２度起こりました。 

まず１度目は、「高校在学時の交換留学」 

・天羽高校在学時に姉妹都市でもあるアメリカのカ

ールスバッド市に富津ロータリークラブを通して交

換留学をさせて頂きました。 

２度目は、「会社設立」 

・結婚後、主婦として１６年間過ごしてきた私が、あ

る出来事をきっかけに父の会社を引継ぐ形で会社

の代表となり新会社の設立に至りました。 

今回は皆様に、１度目の転機について、私の誕生

から交換留学までをお話しさせて頂きたいと思いま

す。 

①私の誕生 

父が働かせて頂き始めた当初、大佐和運送様が新

たに自動車整備工場を千葉県旭市に出店するとの

事で私の父が工場長として勤めさせて頂いていた

中、１９７２年１１月１日 旭市が私の誕生の地となり

ました。（前後中略） 

②幼稚園時代 

数年後、父が大佐和運送様より独立すると同時に

木更津市岩根に引っ越し、そこで幼稚園時代を過

ごしました。幼稚園より習い事で、クラシックバレエと

ピアノを始めました。小さい頃より体を動かすことの

好きだった私にとってクラシックバレエは合っていた

ようですが、椅子に座って奏でるピアノは私には少

し荷が重かったようです。（前後中略） 

③小学校時代 

私の小学校時代は、父が会社の工場を上総湊に

新設した事により上総湊に移り住み楽しい小学校

生活を送ると同時に幼稚園より習い始めたクラシッ

クバレエを続け小学校６年生になりもう少し上手に

なりたく、東京にあります牧麻美バレエ団のオーデ

ィションをうけ東京まで通っておりました。 

④中学校時代 

中学校では私にとって本当に素晴らしい友人、恩

師との出会い、そして部活動を通し様々な事を学

ばせて頂きました。入学当初、部活動はクラシック

バレエをやっていましたので文科系でと思い茶道

部に入りました。もともと運動が好きだった私には茶

道部というのは少し物足りなさを感じながらの日々

でしたが、半年を過ぎた頃ソフトボール部顧問より

誘いがありソフトボール部に入る事になりました。キ

ャッチボールもやった事がなかった私は、初めての

入部と同時にキャチャーだったキャプテンとのキャ



 

  

ッチボールであまりのボールの速さにボールを取れ

ず２球続けて顔面で受けてしまい鼻血を出してしま

ったという痛いデビューとなりました。当時、天羽中

学校のソフトボール部は支部大会でなかなか長年

王者だった佐貫中に勝てず県大会に出る事が出

来ませんでした。県大会を目標に打倒佐貫中を掲

げた私たちは、大きなミスをすれば１００本ノック、グ

ラウンドを走る等々厳しい練習を重ねました。つい

に、私達の最後の夏の支部大会では悲願であった

王者佐貫中を倒し、支部大会優勝、そして県大会

へ出場することが出来ました。（前後中略） 

⑤高校生時代 

私の第一の転機でもある高校時代は、当時天羽高

校にもソフトボール部があり全国に行くほどに強か

ったので、中学校の時に何度か練習試合もしてい

ました。そんな事もあり入試合格発表後、高校のソ

フトボール部顧問より電話を頂き勧誘されましたが、

もうソフトボール部では中学校でやり切った感があ

ったので、高校ではミーハーではありますが男子バ

レーボール部やバスケットボール等々のマネージャ

ーに憧れがあったので丁重にお断りさせて頂きまし

た。そんな憧れもあったマネージャーですが、やは

り部活動は自分が主体でやりたいと思い、バレエを

やっていたこともあったので新体操部に入りました。

当時男子の新体操部があり男子は全国に毎年出

場するほどに強く千葉県内でも有名でした。 

友人も沢山できて充実した楽しい高校生活を過ご

す中で、高校１年生の終わりにふと“このままでいい

の？”漠然とした将来の夢もあったのですが、それ

に向かって進んでいるわけでもなく”その時楽しい

のが１番“のように日々過ごす中で違和感を感じて

いました。高校２年生になり、ある朝のホームルーム

で担任の先生より“富津ロータリークラブを通して姉

妹都市であるアメリカのカールスバッド市に留学す

る学生を募集する‼”とのお話があり、それを聞いた

私はすぐ両親に話し次の日には担任の先生にお

願いしました。なぜ私がすぐにアメリカ留学を決め

たかというと、中学校の頃ちょうどテレビで“オレゴン

から愛”というドラマが放映されていました。９歳で両

親を亡くした主人公がオレゴン州に住む叔母夫婦

に引き取られ、オレゴンの雄大な大自然・人々に触

れながら人間として成長を遂げるお話です。それを

見ていた私は、外国への憧れ、英語を話し海外の

お友達との交流を真剣に思い留学セミナーに行っ

たりしていました。しかし中学生だった私にはまだ

勇気もなく”今は無理かな“と思った私は、海外の人

と文通だけでもしてお友達を作りたい！！と思いア

メリカの中学生の女の子と文通をしました。でもあま

り長続きはせず自然と終わってしまったように思い

ます。数週間後、担任の先生より“玉井さんに決ま

ったよ”と告げられ“本当に？！”びっくりしたのを覚

えています。応募者も１０数名いると聞いていたの

で、あまりいい成績ではなかった私が選ばれるとは

思っていませんでした。学内選考で決まったとはい

え、ちょっと不思議に思った私は担任の先生になぜ

私に決まったのか尋ねると担任の先生が“職員会

議で全員一致だったのよ‼玉井さんだったらホーム

シックにならない！！と、ちょっと理由が微妙でした

が、この時ばかりは自分の明るさ、物おじしない性

格に感謝でした。ここから約一年ロータリークラブの

交換留学生として海外に行く為に千葉県中のロー

タリー留学候補生と共に毎月集まり研修をしました。

（前後中略） 

まだまだお話ししきれないものも沢山ありますが、

素晴らしいこの留学を経て、初めは話す事も出来

ず、日本の家族、友達が恋しく泣いた日々もありま

したが、アメリカで出会った素晴らしい家族、友人に

守られ助けられました。本当に数えきれない程の素

晴らしい体験、素晴らしい人達との出会いの中で日

本では守られ過ぎていて築くことが出来なかった事、

学ぶ事が出来なかった事を留学先のアメリカで学

ぶ機会を与えて頂けた事に本当に感謝の気持ちで

いっぱいです。 

このアメリカ留学は、私の人生の第一の転機であ

り私の人生に大きな影響を与えました。そして、第

二の人生の転機があるのですがこちらは次の機会

にお話しさせて頂きたいと思います。私のつたない

卓話でしたが、お聞き頂きありがとうございました。 

 

 



 

  

会員報告 

    山下 厚 会員 

 

皆様こんにちは！続・ウシのきもち、ヒトのきもち

を出版させていただきました。宜しくお願い致しま

す。 

 

会員報告 

    若鍋武良 会長エレクト 

  
 会長エレクト研修セミナー（ＰＥＴＳ）が２回に亘り

（第１回は３月１８日に千葉市を会場で、第２回は３

月２５日にオンラインで）開催されました。第１回セミ

ナーでは、午前中は、２０２３－２４年度ＲＩ会長テー

マの発表と鵜沢ガバナーエレクトによるＲＩテーマの

解説及び地区運営方針が示されました。午後は各

ブロックに分かれての意見交換会でした。第２回セ

ミナーは、オンラインによる開催で、各委員会の委

員長による次年度の活動方針が示されました。 

２０２３－２４年度のＲＩ会長は、英国スコットランド

のゴードンＲ．マッキナリー氏（サウス・クイーンズフ

ェリー・ＲＣ）で、米国フロリダ州オークランドで開催

の国際協議会で、２０２３－２４年度会長テーマとし

て『世界に希望を生み出そう』（Ｃｒｅａｔｅ Ｈｏｐｅ ｉｎ 

ｔｈｅＷｏｒｌｄ）を発表しました。 

マッキナリー次期会長は、「私たちの目標は、破

壊的な紛争から世界が立ち直れるように、希望を取

り戻すことです。そうすれば、私たち自身のために

持続可能な変化をもたらすことが可能となります。」

と述べました。また、タイで出会った一人の女性の

話を紹介し、２００４年末に南アジアを襲った津波の

後で、ロータリーの会員が家屋や集会場、保育・医

療施設の建設にあたっていました。津波で夫、娘、

息子を亡くし生計手段も失ったというその女性は、

マッキナリー氏に美しい貝殻をプレゼントしました。

彼女はロータリーのおかげで前向きな気持ちを取り

戻すことが出来たと話した。マッキナリー氏は「これ

こそ、ロータリーが世界にもたらしている変化です。

この変化が、一つずつ希望を取り戻し、新たな希望

を生み出しています。」と述べています。マッキナリ

ー氏のＲＩ方針は、以下の５点です。 

・平和の推進「平和とは希望が根付くための土壌で

す。」  

・継続の力 過去のリーダーの取り組みを継続する。 

・ロータリー全体でＤＥＩ（Ｄｉｖｅｒｓｉｔｙ， Ｅｑｕｉｔｙ＆Ｉｎ

ｃｌｕｓｉｏｎ多様性、公平とインクルージョン）を強調し

取り組んでいく。 

・過去１年間、世界各地でポリオ症例が再発してい

る。ロータリーがポリオ根絶をリードする。 

・新型コロナウイルスの世界的流行によって深刻化

しているメンタルヘルスの問題に取り組む。 

地区のテーマ ２７９０地区の次年度テーマは、

「エンゲージメントを育もう」です。ロータリアンとして

の約束や使命を理解し、ロータリー発展のために尽

くし、自己研鑽に励もうという趣旨です。 

  

ニコニコＢＯＸ 

      渡辺哲夫 親睦担当部員 

 



 

  

須藤  隆 山下さんの「ウシのきもち、ヒトの 

きもち」発行に敬意 

白石幸久        〃 

平川恵敏        〃 

岡田良弘        〃 

渡辺哲夫        〃 

相川恵津子      〃 

     神子さん、飯島さんの卓話を聞かせ

ていただいて 

神子  恒 卓話をさせて頂きました 

飯島由美 卓話をさせて頂きました 

石渡  鋼 遅ればせながら、良くぞヤッタ侍ジ 

ャパン 

高橋裕之  乳頭温泉に行って来ました 

山下 厚 卓話を聞かせて頂きました 

小野恒靖 山下さん出版おめでとうございます 

 

＊＞１，０００円    計 １２，０００円 

          

出席報告 

  久保顯彦 出席担当部員 

 

 

区分 会員数 出席 欠席 MUp 出席率 

今 回 23/29 15 0 3 79.31% 

前 回 24/29 16 0 2 82.76% 

前々回 21/30 12 0 2 70.00% 

 

 
例会終了後、当クラブ設立 30周年記念で植樹さ

れた吉野桜を富津中央公民館に見に行きました。 

 

 
椎熊会員より春の風物詩シロウオをいただきま

した。 

 

本日の食事 

 
 

 


